こ-つち 

幼少の ころ、 高 知の 城下から 東に 五六 里 離れた 親類 

きょうえん 

の 何 かの 饗宴 〔# 「饗宴」 は 底本で は 「餐宴 匕 に 招かれ、 

泊まりが けの 訪問に 出かけた ことが 幾度 か ある。 饗宴 

の 興 を 添える ために 来客の だれかれ がいろい ろの 芸尽 

くし を やった 中に、 最も われわれ 子供ら の 興味 を 引い 

たもの は、 ある 大工さん のお はこの 影絵の 踊りで あつ 

た。 それ は、 わずかに 数 本の 箸と 手ぬぐいと だけで 

かさ 

作 つ た 屈伸 自在な 人形に 杯の 笠 を 着せた ものの 影法師 

を 障子の 平面に 踊らせる だけの ものであった。 そのこ 

ろ の 田舎 の 饗宴 の 照明と 言えば 、 大きな ろうそく を 燃 

やした 昔ながら の 燭台であった。 しかし あのろう そ 



くの 炎の 不定な ゆらぎ は あらゆる ものの 陰影 に 生きた 

脈動 を 与える ので、 この グロテスクな 影 人形の 舞踊に 

はいつ そう 幻想 的な 雰& 気が付き まとって いて、 幼い 

われわれの ファン タジ ー を 一 種 不思議な 世界へ 誘う の 

であった。 

ジャヴ ァの影 人形の 実演 はま だ 見た ことがない が、 

その 効果に はおの ずから この 田舎 大工の 原始的な 影 人 

形の それと 似通った 点が ありそうに 思われる。 踊る 影 

絵 は それ 自身が 目的ではなくて、 それによ つて 暗示 さ 

れる 幻想の 世界への 案内 者 をつ とめる のであろう。 

それ はとに かく、 もし 現代の 活動 映画が 「影の 散文 



か 散文詩」 であると すれば、 こういう 影 人形 はたと え 

ば 「影の 俳句」 のよう な もので は あるまい か。 

幻燈と いう ものが 始めて 高 知の ある 劇場で 公開され 

たの はた ぶん 自分ら の 小学 時代で あつたかと 思う。 箸 

と 手ぬぐいの 人形の 影法師から 幻燈 映画 へ は あまりに 

大きな 飛躍であった。 見て 来た 人の 説明 を 聞いても、 

自分の 目で 見る まで は、 色彩の ある 絵画 を 映し出す 影 

絵の 存在 を 信ずる 事が できなかった。 そして 始めて 見 

た 時の 強い 印象 はかなり 強烈な ものであった。 ホ ワイ 

ト ナイルの 岸べ に 生まれた ある 黒ん ぼ 少年の 数奇な 

冒険 生涯，. を 物語る 続き ものの 映画 を 中学校の 某 先生 



桐 製の わくが ついていて、 映画の 種類 は 東京 名所 や 日 

本 三景な どの 彩色 写真、 それから 歴史 や 物語からの 

抜#^の類でぁった。 そのほかに 活動 映画の 先祖と も 言 

われるべき 道化 人形の 踊る 絵が あった。 目 を あいたり 

閉じたり、 舌 を 出した リ 引っ込ませた りする ような 簡 

単な 動作 を 単調に 繰り返す だけで ある。 また 美しい 五 

彩の 花形 模様の ぐるぐ る 回りながら 変化す る もの も 

あった。 こんな 幼稚な もので も 当時の 子供に 与えた 驚 

異の 感じ は、 おそらく は ラジオ ゃト ー キ— が 現代の 少 

年に 与える ものよりも あるいは むしろ 数等 大きかった 

であろう。 一 から 見た 十 は 十 an であるが、 百から 見た 



始めて 幻燈 を 見た とき ほどに は 驚かなかった ようで あ 

る。 

明治 四十 一年から 三年までの 滞欧 中には、 だれもと 

同様によ く 活動 を 見た ものである。 当時 ベルリン では 

これ を 俗に キ ー ン トップと 言つ ていた。 常設館 はいく 

つもあった がみん な 小さな もので わずかの 観客し か i か 

ほうがく ざ むさし のかん 

れ なかった ように 覚えて いる。 邦楽 座 や 武蔵野 館の よ 

うな もの は どこに もなかつ たようで ある。 各地に 旅行 

中の 夜の わびし さ を まぎらせ るに はや はりいち ばん 活 

動が 軽便であった、 ブリュッセルの 停車場 近くで 見た 

外科 手術の 映画で 脳貧血 を 起こし かけた こと もあった。 



え 室と なって いた 教場の 机の 上に ナイフで たんねんに 

刻んだ いろいろ のらく 書き を 見て いたら、 その 中に 稚 

拙な 西洋 婦人の 立ち姿の 周囲に リリアン . ギッシュ、 

メリ ー . ピ クフォ ー ド などと いう 名前が 彫り 込んで 

あった。 自分の 中学 時代の いたずら を 思い出す と 同時 

に、 ひどく 時代に おくれた もの だとい う 気がした。 

荒物屋 駄 菓子屋の 店先に 客引きの 意味で かか つてい 

る 写真 の 顔が 新聞 ゃビ ラの 広告に 頻繁に 現われる。 聞 

いてみ ると それが みんな 活動 俳優の いわゆる スタ ー だ 

そうで ある。 幕末 勇士な どに 扮 した 男優の 顔 はいかな 

る 蛮族の 顔よりも グロテスクで 陰惨な ものであるが、 



意味の 天然 を 生かして はいる。 早暁の 町の ァ スフ アル 

トの上 を 風に 吹かれて 行く 新聞紙 や、 スプレ —川の 濁 

かもん 

水に 流れる 渦紋な ど は その 一 例で ある。 これらの 自然 

の 風物に は 人間の 言葉で は 説明し きれない、 そうして 

映画に よ つ ての み 現わしうる ある 物が あるので ある。 

「銀嶺」 の ごと き は 元来 実写 を 主 題に した もので あろ 

うが、 軒の つららの ものうい I 卞に 悠久の 悲しみ を 物 

語らせ、 なべ の 中に 溶け 行く 雪 塊に 運命の 不思議 を 歌 

わせ、 氷河の 上に 映る 飛行機 の 影に 山の 高さ を 示揚さ 

せたり する の も 他の 例で ある。 しかし 写実 を 目的と し 

ない 劇的 映画に も、 もう 少し 自在に 天然 を 取り入れる 



欧州の どこかの 寄席で 或る イタリア 人の 手先で 作り 

出す 影法師 を 見た ことがある。 頭の 上で 両手 を 交差し 

て、 一点の 弧光から 発する 光で スクリ ー ンに影 を 映す 

だけの ことで あるが、 それ は 実に 驚くべき 入神の技で 

あった。 小 猿が 二 匹 向かい合って 蚤 をと り 合ったり け 

んか をしたり する のが、 どうしても 本物と しか 思われ 

ない のに、 それ はや はりた だなん の 仕掛け もない 二つ 

の 手の 影法師に 過ぎない ので ある。 そのほかに、 たと 

えば、 飲んだくれの 亭主が 夜お そく 帰って来て 戸 をた 

つ. ま 

たくと 女房の クサ ンチぺ が バルコンから 壺の 中の 怪し 

い 液体 をぶ つかけ、 結局つ かみ 合いになる という 活劇 



見た。 それ はた だ 雑然た る 小刀細工 や 糊 細工の 行列と 

しか 見えなかった。 ダイ アモン ドを 見た あとで ガラス 

の 破片 を 見る ような 気がした。 しかし 観客 は 盛んに 拍 

手 を 送った。 中途から 退席して 表へ 3k で 入り口 を 見る 

と 「満員 御礼」 と はり 札が してあった。 「唐人お 吉」 に 

しても 同様であった。 

これらの 邦 劇映画 を 見て 気の つく こと は、 第一 に 芝 

居の 定型に とらわれ 過ぎて いる ことで ある、 書き割り 

ひのきぶ た い 

を 背に して 槍 舞台 を 踏んで フ ー トラ イト を 前にして 行 

な つ て 始めて 調和すべき 演技 を不 了簡に も そのままに 

白日の もと 大地の 上に 持ち出す からで ある。 それ だか 



る 美禄に 酔う ので ある。 これらの 点で これらの 映画 は 

ジャズ 音楽と まさに 同種類の 芸術で ある。 ジャズ も 客 

観 的に 鑑賞す る ものではなくて、 自分で 踊り狂う と 同 

価値の 活動 そのもの だからで ある。 その 証拠に は、 街 

頭 を 歩いて いる ラッパ ズボンの ボ— ィらが 店頭から も 

れ 出る ジ ャ ズレコ ー ドの音 を 聞けば 必ず 安物の 器械 人 

形の ように 踊り だす。 それ だから これ は 野蛮 民の 戦争 

踊りが 野蛮 民に 訴える と 同じ 意味に おい て 最高の 芸術 

でなければ ならない ので ある。 これと同じ 意味に おい 

てまたゎが国の剣劇の大立ち回リが大衆の喝ー^^を博す 

るので あろう。 荒木 又 右衛門が 三十 余人 を 相手に 奮闘 



う。 そのために ドイツの 映画に おいて は、 やはり 一九 

三 〇 年 以前の 芸術と 哲学 を スクリ —ンの 上に 求めん と 

して 努力して いるよう に 感ぜられる。 

フランス 人 は 頭の いい 人種で ある。 マチス を 生み ド 

ビ ュ シ ー を 生んだ この 国 はやが て 映画の 上に も 新鮮な 

何物 か を 生み出し そうな 気がする。 ァヴ アン ガルドと 

いうの は 未見で あるが、 ともかくも われわれ は フラン 

ス 映画の 将来に ある 期待 を かけても いいように 思われ 

る。 

われらの 祖先に も、 少なくも 芸術の 上で は、 恐ろし 

こう リん うた まろし やらく 

く 頭の いい 独創的 天才が いた。 光琳 歌 麿 写 楽の，、， J とき、 



は ともかくも 一 つの 問題で ある。 そうして この 問題 を 

追究 すれば その 結果 は 必ず 映画 製作者に とつ てき わめ 

て 重要な 幾多の 指針 を 与えうる であろうと 考えられる 

ので ある。 

ウェルズの 小説に 「時の 器械」 というの が ある。 こ 

の 精妙なる 器械に よ つ て われわれ は 自由に 過去に も 未 

来に も 飛んで 行く ことができる というの である。 思う 

に 絵巻物と、 その 後裔で あると ころの 活動 映画 も 言わ 

ば やはり 一種の 「時の 器械」 である。 時の 歩み を 順に 

も 逆に も 速く もお そく も 勝手に 支配す る ことができる- 

もっとも 物理的 機構に たよる 活動 映画で は、 物質的 実 



はなはだ まとまらな いこの 一 編の 映画 漫筆 フィルム 

はさみ 

にこのへ んで ひとまず 鋏 を 入れる ことと する。 

(昭和 五 年 九月、 思想) 
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